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社用車の燃料（ガソリン・軽油）及び
重機の燃料（軽油）、事務所の給湯
に使用している都市ガスが対象

国内および海外において自社が購入し
た熱・電力 からの排出を算定の対象

（間接排出）

SCOPE1に含まれない搬入元から自社
の工場までの輸送に伴う排出量が対象



前年より排出量が増加した要因

• 搬入出量が増加し、全体に占めるスコープ3/
カテゴリ4が大きい。

• スコープ2は再エネ電気導入のため、減少した。



合計排出量
（サプライチェーン排出量）

現状と課題

2018年度と比べ、2022年度は

約1037ｔ（約34％）の削減を

実現している。

しかし昨年度と比較すると、従業員

数が増え、運搬車が頻回に動くよう

になり、消費するガソリン等が増え

たと考えられる。

容易に取り組める再生可能エネル

ギーから発電される電気へ切り替え

が完了したため、今後取り組む内

容の検討が重要事項である。
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SCOPE1
CO2排出量

現状と課題

2018年度と比べ、2022年度は
約132ｔ（約27％）の削減を実
現している。

しかし、昨年度と比較すれば増加
傾向にあり、削減方法の検討が重
要である。

現在軽油のみを使用している重機
をハイブリッド重機へ変える等の見
直しが重要となる。
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SCOPE2
CO2排出量

現状と課題

2018年度と比較し、2022年度は

約197t(約97%)の削減を実現し

ている。

2021年度と比較すれば約18t(約

78%)の削減である。

しかし、事務所使用電気は再エネ

ではないため、今後再エネ100％の

電気を導入する予定である。
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SCOPE3
CO2排出量

現状と課題

2018年度と比べ、2022年度は

約500ｔ（約23％）の削減を達

成している。

コロナ禍より景気は回復傾向にあり、

減少率はゆるやかになった。

現在、調達・出荷時に使用するト

ラックは全てガソリン車であり、見直

す必要が大いにある。
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